
Ⅱ．国土交通省、自動車技術総合機構、軽自動車検査協会からお知らせ



— 11 —



— 12 —



— 13 —



— 14 —



— 15 —



広報原稿

踏切事故防止キャンペーンについて
踏切事故防止推進協議会　

　踏切事故防止につきましては、従来から各種交通安全運動等の機会あるごとに注意を喚

起しているところですが、平成30年度も踏切事故が16件（平成29年度は14件）発生し、

鉄道・軌道運転事故の約６割を占め、これにより５名が死亡しています。

　踏切事故は、一旦発生すると重大な事故につながるおそれが高く、その原因のほとんど

が直前横断（遮断機くぐり、突破、警報無視、一時停止確認の不履行）と停滞（退出不能）・

落輪であることから、踏切通行者のマナー向上が望まれるところです。

　このため、こうした事故を未然に防ぐためには、踏切事故防止に係る広報活動を積極的

に展開する必要があります。

　踏切事故防止推進協議会では、踏切事故防止に関する広報活動の一環として、以下のと

おり「踏切事故防止キャンペーン」を展開し、自動車ドライバー等に対し踏切事故防止に

対する意識の高揚を図ることとしましたので、皆様のご理解・ご協力をよろしくお願いい

たします。

１．実施期間　　　　令和元年11月１日（金）から11月10日（日）までの10日間

２．実施機関　　　　踏切事故防止推進協議会

四国運輸局が実施主体となって、行政機関、鉄道・軌道事業者、

自動車関係団体等の協力を得て、「踏切事故防止キャンペーン」

を推進する。

３．スローガン　　　“きけんです　むりなおうだん　いのちとり”

４．主張する事柄　　次ページ（パンフレット及びポスター）のとおり

四国運輸局鉄道部からのお知らせ
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